
原市場聖書教会

週　　報

2019.5.26

NO.738

主によって　人の歩みは確かにされる。

主はその人の道を喜ばれる。

その人は転んでも、倒れ伏すことはない。

主が　その人の腕を支えておられるからだ。

　　　　　　　　詩篇３７篇２３～２４節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０１９年　５月 ２６日

礼拝奉仕者

説教 ： 越川壽允師　　司会 ： 本多崇兄　　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　受付 ： 本多節子姉　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 岡野あかね姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

岡野あかね姉

一 同

司 会 者

越 川 壽 允 師

一 同

一 同

一 同

越 川 壽 允 師

奏 楽 者

司 会 者

「 キリストの愛われに迫れり」

「 満たしてくださる方」

聖歌２５６番「 いのれものごと」

聖歌３３８番「 いともよきものを」

詩篇１０７篇２３節～３２節

「 わたしの出エジプト記」

聖歌４７２番「 人生の海のあらしに」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後昼食会があります。

大人（ 中学生以上） ２００円

子供（ 小学生） １００円

初めての方、 乳幼児無料です。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

詩篇　１０７章２３節～３２節

23 船に乗って海に出る者大海で商いする者

24 彼らは見た。 主のみわざを深い海でその奇しいみわざを。

25 主が命じて激しい暴風を起こされると風が波を高くした。

26 彼らは天に上り深みに下りそのたましいはみじめにも溶け去っ

た。

27 彼らは酔った人のようによろめき知恵はことごとく吞み込ま

れた。

28 この苦しみのときに彼らが主に向かって叫ぶと主は彼らを苦

悩から導き出された。

29 主が嵐を鎮められると波は穏やかになった。

30 波が凪いだので彼らは喜んだ。 主は彼らをその望む港に導

かれた。

31 主に感謝せよ。 その恵みのゆえに。 人の子らへの奇しいみ

わざのゆえに。

32 民の集会で主をあがめ長老たちの座で主を賛美せよ。

「わたしの出エジプト記」
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今月の賛美
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作詞・作曲　北村聖慈
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介

★ 2019 年 5 月 21 日御言葉

ローマ人への手紙　8 章 24 ～ 26 節

24 私たちは、 この望みとともに救われたのです。 目に見える望みは望みではありません。 目で

見ているものを、 だれが望むでしょうか。

25 私たちはまだ見ていないものを望んでいるのですから、 忍耐して待ち望みます。

26 同じように御霊も、 弱い私たちを助けてくださいます。 私たちは、 何をどう祈ったらよいか分

からないのですが、 御霊ご自身が、 ことばにならないうめきをもって、 とりなしてくださるのです。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会

●まだ見たことがないもの、 触れたことのないものに望みを抱いて前に進むって勇気のいること

ですし、 難しいことですね。 私たちは何か証拠を見せてもらわなければ、 なかなか信じることは

難しいと思います。 もちろんそれもすごく大切なことです。

今日の聖書個所で書かれている 「この望み」 というのは、 目に見える望みではない。 と書かれ

ています。 では、 目に見えない 「望み」 とは何なのしょうか？

ここで語られている 「この望み」 はイエスキリストの福音です。 では福音とは何か？福音とは、 簡

単に説明しますと、 救いはイエスキリストの十字架の愛を信じるということです。

少し詳しく説明しますと、 私たちの救いは、 自分の努力や力で得るのではなく、 私たちが自分

の弱さや罪を神様の前で素直に認め、 悔い改め、 神様の救いの計画 （罪なき神であられるイエ

スキリストが人間の罪をすべて背負い身代わりに十字架に架かって下さったこと） を信じる事こそ

が、 神様との関係の回復になり、 救いへとつながるという聖書の教えです。 この望みによって

人間は救いが与えられるということなのです。

　しかし、 私たち人間は弱い存在です。 見えてなければ、 不安になります。 せっかくの神様の愛

も信じられなくなるのです。 そして、 不安になり、 見えないのに祈っても意味があるのかわから

なくなり、 見えないからこそ、 心の中で描くことといえば 「でも、 だって、 どうせい・・・無理だ。」

と否定的なことばかりよぎるようになってしまうのです。 こうなると、 できるはずのこともできな

くなるという、 負の連鎖が起こり始めてしまうのです。 そして、 どのように祈ったらよいかもわか

らなくなるのです。 祈る事よりも、 見える一時的な解決を求め、 何とか心の穴を埋めようとする

のです。

　しかし、 そんなときには、 この御言葉を思い出してほしいのです。 祈れないような時こそ、 御

霊なる神様は私たちのことを 「深いうめきをもって」 とりなしの祈りをしてくださっているのです。

祈られていることを思い出していただきたいのです。

　私も牧師でありながらも目に見える変化がない時不信仰になる事があります。 特に祈り行動し

ていても、 なかなか目に見える変化がない時などは、 どう祈って良いのかわからなくなったり、

負の連鎖の心の思い 「でも、 だって、 どうせい ・ ・ ・ 自分には無理だ」 と、 心によぎってしま

うことがあります。 しかし、 人間は不思議ですが、 祈り応援して下さっている方がいれば力が与

えられます。 しかし、 誰かに否定されたり注意されると、 落ちこみ、 誰も祈ってくれる人はいな

いと思い不安になったり、 孤独になる事があるのです。 しかしそんな時にこそ今日の御言葉を思

い出したいです。 私たちは、 神様の深いうめきによって 「祈られているということ」 をです。 神

様の真実の愛を信じる者でありたいです。 それこそが、 私たちが成長する秘訣なのです。 今日

も一日、 信じない者にならず、 神様の愛を信じ、 罪を悔い改め恵みを受け取る者でありたいです。

原市場聖書教会
若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 5 月 22 日（水）

 5 月 19 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　４人

礼　　　　　拝   　４人     ２人    ９人　   　１５人

夕　　礼　　拝　　 　　　　 １人　　１人　　　　 ２人

祈　　祷　　会　　 　       １人　　４人　　　　 ５人

報　　　　告

本日午後の予定

5月の誕生日

次週（６月２日〈日〉）

１０日 若村めぐみ姉　１４日 本多こずえ姉

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： マタイ２４章１節～１４節

説　　教 ： 「最後までぶれずに耐える祝福」　　若村和仁師　　　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　

讃　　美 ： 「主イェスの十字架の血で」　　　今月の賛美 「天国にあるもの」

　　　　　　　　聖歌２９８、 聖歌３３２、 聖歌３００、 教会福音賛美歌２５９、 聖歌３８３

受　　付 ： 本多祐子姉　　献金感謝祈祷 ： 中島秀雄兄

集会案内

礼　　　　拝　　 　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
6 月 2 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　　　　　　　　   9:30 ～ 10:15　

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆礼拝後、昼食会があります。お時間のある方お残り下さい。

世の光発送作業引継 （場所 ： 茨木聖書教会）・５月２７日 （月）

hi-b.a. 川越集会　　　　 （会場 ： 改革派川越教会）

hi-b.a. 所沢集会　　　　・５月３０日 （木） （会場 ： ニューライフ所沢教会）

・５月３１日 （金）

祈り会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:30 ～ 12:005 月 29 日 ( 水）
赤毛のアン（手芸 &洋裁クラス）会費 300 円  　10:00 ～ 14:005 月 28 日 ( 火）

茨木聖書教会にて証し （場所 ： 茨木聖書教会）・５月２６日 （日）

・５月３０日 （木） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

☆飯能日高市民クリスマスコンサート運営のための献金箱を今年もご用意しました。
　　今年も１２月までの目標献金額は２万円です。 皆様のお祈りとご協力お願いいたします。

☆本日は越川壽允師が御言葉を取り次いでくださいました。
☆若村和仁師は、 同盟教団の 「世の光誌」 発送作業引継と、 原市場聖書教会の証しの為に、
　　大阪に出張中です。 礼拝は茨木聖書教会に出席しています。
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://www.geocities.jp/haraichibaseisyo/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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